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新バージョンV7.1

4

スケジュールやワークフロー、インフォメーションなど、既存機能の細やかな改善でより使いやすくなりました。

AppSuiteにも手書き入力やいいねボタンなどを実現するプラグインなど、多くの機能追加を行っています。

プレゼンスには、職場勤務・テレワークの計画・実績を管理できるワークプラン機能を追加しました。

2022年10月16日以降に順次バージョンアップされます。
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V7.1 追加・変更内容のポイント
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AppSuiteと連携済み申請書のアイコンを追加
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ワークフローの改善

8

新たに申請を作成する際、また申請書の検索・絞り込みを行う際に、申請書名での検索を行えるようになりました。

対象の申請書名が判っている場合に、すばやく申請書を見つけることができます。

申請書選択時、申請書名から検索できるように
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その他、ワークフロー連携の改善
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下書き保存時に入力チェックを行わない

ワークフローからAppSuite連携された申請を作成する際、入力必須などの条件が満たされていない状態

でも下書きに保存できるようになりました。 （お手間をおかけしておりました！）

申請作成時の「連番：」項目を非表示に

ワークフローからAppSuite連携された申請を作成する際、「表題」の下に表示されていた「連番：」を

非表示にしました。（AppSuite側の自動採番を利用するため）

文書管理連携時に添付ファイルも保存

AppSuite連携された申請書に「申請完了時の保存フォルダ」を設定した場合に、

申請時に添付されたすべての添付ファイルも文書管理のフォルダ内に保存されるようになりました。

（ディスク容量の超過にご留意ください！）
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特定部品の必須条件に対応
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必須項目の条件を

つけれなかった

記入漏れが多く、

差し戻しの手間があった

必須項目が入力されていない

と下書き保存できなかった
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入力 申請時のエラーメッセージ設定
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自動計算を使い

注釈メッセージを表示

必須項目の記入場所が

わかりずらかった。
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定期的な自動計算部品の再計算
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定期的な再計算を

うっかり忘れてしまった

後任担当者に

引継ぎができなかった
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定期的な再計算の利用例
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自動処理 追加・更新 で添付ファイルも対象に
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1ST 2nd
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自動処理 追加・更新 の利用例

1ST 2nd
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プラグイン機能の追加
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プラグインとは、お客様のニーズや要望に素早く対応するために用意された仕組みです。実験的な機能

やニッチな機能などをプラグインとして提供し、お客様のフィードバックを受けながら改善・標準化を

進めることで、AppSuiteをさらに使いやすく便利なものにしていきます。

手書き部品 リアクションボタン部品 コメント部品
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活用イメージ

21

プラグイン

手書き部品

画像
修正依頼やインシデント報告など、

「画像のここ！」を表現

サイン
検収書や○○利用申請書など、

手書きのサイン

リアクション
ボタン部品

件数
勉強会開催のフィードバックなど、

褒める・モチベーションUP

ステータス
提出ボタン／完了ボタンの件数をキーに

アクセス権で制御

コメント部品

指示・アドバイス
案件管理の中で、上長だけでなく、
チームメンバーが助けるコメント

QAコメント 登録・申請内容に対する質疑応答
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プラグインのインストール
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プラグインはAppSuiteの機能管理＞プラグイン管理からインストールできます。

現状は使用せず。
将来的にプラグインの作成などで、
利用する可能性がございます。

V7.1リリース時点で3つのプラグインを公開。
製品VerUpとは別タイミングでの
プラグイン追加/更新も想定
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プラグイン部品の動作
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今回提供する「プラグイン部品」は、それぞれ他の入力部品と連携して動作し、

標準の入力部品では実現できない機能やインターフェースを提供します。

プラグイン部品自体は
データを持たない

部品の追加の最下段から
プラグイン部品を追加

プラグインの
詳細設定から設定

プラグイン部品により
更新された情報を

保存する受け皿の部品を選択
スタイルの設定もプラグ
インにも反映される

1

2

3

4

5
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手書き部品
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データの追加・編集画面上で、図やメモなどの手書き入力が行える部品です。iPadやAndroidタブ

レットを利用すれば、現場で撮影した写真の上に手書きのメモを残すことができます。

手書きのサイン

写真を撮影して
その上に手書きで図示

画像部品の上に透明の
手書き部品を載せて場所を図示

ペンの太さ カラーパレット



Copyright © 2012-2022 NEOJAPAN Inc. All Rights Reserved.

リアクションボタン部品
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データの参照画面上で、「いいね」などのリアクションを残せる部品です。

ボタンの色やテキストは任意に変更でき、「いいね」のほか「確認済み」「役に立った」

「賛成・反対」など様々な情報を残すことができます。

データの参照画面からボタン
クリックでカウント±1

ユーザー選択部品にボタンを押した
ユーザーが保存される

ボタンを押された数が
数値部品に保存される

見た目の調整も可能
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コメント部品
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データの参照画面上で、データに対してコメントの追加・削除が行える部品です。

文字(複数行)部品に
コメントの内容が保存

データの参照画面から
顔写真付きでコメント

制限事項：

コメント部品の顔写真はPCの詳細画面でのみ表示されます。印刷、HTMLエクスポート、ワークフロー連携時の

文書管理保存・スマホ表示では顔写真は表示されません。

データは文字(複数行)
部品にJSON形式で保存
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その他：プラグイン部品の制限事項･注意点
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• プラグイン部品を一覧画面に貼り付けることはできません。

• 各プラグインで情報を保存できる上限は、保存先に指定した部品の仕様により決定されます。

（例えばリアクションボタンの場合、最大100件まで保存可能）

• 各プラグインの保存先として指定した部品は、入力画面から取り除いた状態で使用してください。

プラグインの保存先部品の値を手動・置換・API等で編集した場合の動作は保証されません。

• 参照画面からデータの編集を行える部品（リアクションボタン部品、コメント部品）については、

編集を行う可能性のあるユーザーに対して、データおよび保存先部品の変更権限を与える必要があります。

• 参照画面からデータの編集を行った場合も、そのデータの更新日時と更新者が更新されます。

同様に、「データの追加・変更時の処理」にてデータの変更時に必ず実行する処理が登録されている場合、

その処理が実行されます。

• データを「複写して追加」した際、プラグインにより保存された値はそのまま新しいデータに引き継がれます。

（今後のVerUpにて見直し予定です）

画面に「実験的機能」と記載しておりますが、一般機能と同様サポート対象となります。

今後のVerUpにおいて、標準機能に組み込まれるなど予告なく仕様変更または提供終了される場合がございます
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みなとデスクネッツと[Let's study AppSuite]
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引き続き、みなとデスクネッツに新着記事をお届けします！

AppSuiteに関して、ステップ毎に学べる動画やライブラリを

[Let‘s study AppSuite]にまとめております。

（※基本操作やV7.1に関する動画を掲載予定です）

https://www.desknets.com/neo/start/appsuite/
https://www.desknets.com/neo/users/media/


製品についてのご質問 接続についてのお問い合わせQ&A機能 にて受付中 TEL：045-640-5910

1 2

Q&Aコーナー
お寄せいただいたご質問にお答えします。
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退席いただくお客様は、アンケートにご協力をいただけますと幸いです。



E-mail neo@desknets.com / TEL 045-640-5910
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スケジュール・設備予約
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予定の追加・変更を行う際、予定の開始日を変更すると、自動的に予定の終了日

も調整されるようになりました。数日間にわたる予定の場合は、元の日数を踏ま

えた形で終了日が調整されます。

予定終了日の自動調整

開始日を
変更すると...

終了日が
自動で調整される
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スケジュール・設備予約
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予定の追加・変更を行う際に設定できる「通知の方法」の初期値をあらかじめ設

定できるようになりました。システム管理者による規定値の設定と、ユーザーに

よる個人設定が行えます。

通知の方法の初期値を設定

スケジュール > システム管理 > 共通設定 > 通知の方法操作

操作 スケジュール > 個人設定 > 表示設定 > 通知の方法

予定追加・変更時の
通知の初期選択状態を設定
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スケジュール・設備予約
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スケジュールの月間表示および設備予約

の月間表示で利用できる年間カレンダー

に、祝日の表示を加えました。

年間カレンダーへの祝日表示

設備名を押して表示される設備の詳細情

報で、「説明」欄の中に含まれている

URLをクリック可能なリンクとして表示

するようになりました。設備の利用マ

ニュアルのリンクを記入しておく、設備

にWeb会議のアドレスを割り当てておく

など、より便利に利用できます。

設備の説明文中のURLをリンク化

説明文の
URLをクリック可能に

祝日を反映
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プレゼンス
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チェックインダイアログのデザインを見

直しました。ワークプレースとステータ

スのアイコンに名称を併記することで、

より選択しやすくなりました。

新しいチェックインダイアログ
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メール送信時認証の強化
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OAuth 2.0で保護されたSMTPサーバーのサポート

管理者設定 > メールサーバー設定 > 送信メールサーバー（SMTP） > メール送信時の認証操作

操作 ウェブメール > システム管理 > メールサーバー設定 > メール送信時の認証

SMTPサーバーを用いたメール送信時の認証方式として、OAuth 2.0(XOAUTH2) 

を追加しました。desknet's NEOがhttpsで構成されている必要があります。

操作 ウェブメールIMAP > システム管理 > メールサーバー設定 > メール送信時の認証

メール送信時の認証にも
XOAUTH2認証を設定可能に


